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 一般に，度数分布表

階級値 x１ x２ … xk 計

度数 f１ f２ … fk n

が与えられていて，各階級に含まれるデータの値がすべてその階級値に等しい

と仮定すると，分散 s２は

s２＝
�
n
�
�（x１－ x）

２f１＋（x２－ x）２f２＋…＋（xk－ x）２fk
�
�

で求めることができる。さらに s２は

s２＝
�
n
�
�（x１

２f１＋ x２２f２＋…＋ xk２fk）－�x× ケ ＋（x）２× コ �
�

と変形できるので

s２＝
�
n
（x１２f１＋ x２２f２＋…＋ xk２fk）－ サ ……………… 

である。

ケ ～ サ の解答群（同じものを繰り返し選んでもよい。）

� n � n２ � x � nx � �nx

	 n２x 
 （x）２ � n（x）２ � �n（x）２  �n（x）２

（数学Ⅰ第４問は次ページに続く。）

（２６９５―２）
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 一般に，度数分布表

階級値 x１ x２ … xk 計

度数 f１ f２ … fk n

が与えられていて，各階級に含まれるデータの値がすべてその階級値に等

しいと仮定すると，分散 s２は

s２＝
�
n
�
�（x１－ x）

２f１＋（x２－ x）２f２＋…＋（xk－ x）２fk
�
�

で求めることができる。さらに s２は

s２＝
�
n
�
�（x１

２f１＋ x２２f２＋…＋ xk２fk）－�x× ヌ ＋（x）２× ネ �
�

と変形できるので

s２＝
�
n
（x１２f１＋ x２２f２＋…＋ xk２fk）－ ノ ……………… 

である。

ヌ ～ ノ の解答群（同じものを繰り返し選んでもよい。）

� n � n２ � x � nx � �nx

	 n２x 
 （x）２ � n（x）２ � �n（x）２  �n（x）２

（数学Ⅰ・数学Ａ第２問は次ページに続く。）

（２６９５―３）
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